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通信教育部担当科目

・人間論Ⅳ
・
・
・

大学院修士課程
担当科目
(博士前期課程含)

・家族社会学特殊講義
・社会文化研究演習Ⅰ
・社会文化研究演習Ⅱ
・

学部担当科目

社会学入門：異文化理解のためにアフガン難民の方とアフガン支援のNPO代表者をゲスト
に招いて交流を行った。また、異文化体験をめぐり中国人留学生と受講生の交流も行っ
た。

①学会活動：日本家族社会学会理事・同事務局長（2010年9月～2013年9月）、日本社会
学会『社会学評論』編集委員会委員（2013年12月～）、社団法人日本家政学会家族関係
学部会役員・同編集委員会委員（2012年10月～）、家族問題研究学会『家族研究年報』
専門査読委員（2013年1月～）、日本家族社会学会『家族社会学研究』専門委員（2013年
9月～）、『社会と調査』専門査読委員（2011年10月～）、第33回家族関係学セミナー実
行委員長（2013年10月5,6日於奈良大学開催）
②社会活動：奈良県男女共同参画審議会委員、奈良県社会教育委員、奈良県こども子育
て応援県民会議委員、同家庭の子育て力推進委員会委員長、奈良県防災会議委員、奈良
県公務災害補償等委員会委員、奈良市男女共同参画審議会委員、奈良県子育て実態調査
業務委託事業者選定委員会委員、
③講演会講師：兵庫大学科研費講演会「科研費採択の方法とポイント－採択される調書
の書き方」（平成25年10月9日）
④その他：奈良県健康福祉部こども・女性局子育て支援課『奈良県子育て実態調査報告
書』作成協力
④⑤非常勤講師：京都大学医学部人間健康学科「家族看護学」（分担）、奈良女子大学
「女性学特殊研究」

授業科目

大学院博士後期課程
担当科目

　【研究上の特記事項】

・平成24～26年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「生殖とセクシュアリティの近代
－　東アジアにおける「近代家族」とジェンダー」：研究代表者
・「東アジアの近代家族とセクシュアリティ」第2回公開研究会開催（2013年10月27日於
慶應義塾大学三田キャンパス）
・平成25年度奈良研究助成「中」国における『専業主婦』化/『専業母』化に関する予備
的調査研究：研究代表者

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学内委員等：全学入試委員、企画委員、セクシュアル・ハラスメント防止委員会委員、
科研費申請書作成アドバイザー

修士（家政学）

家族社会学、ジェンダー論、歴史社会学

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・ジェンダー論
・家族社会学
・ジェンダーとライフコース
・社会体験実習
・社会学演習（Ⅰ～Ⅳ）

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、日本家族社会学会、日本家族問題研究学会、比較家族史学会、
日本家政学会、日本家政学会家族関係学部会、社会学研究会

近代日本における近代家族の形成に関する歴史社会学的研究
アジアにおける家族とジェンダーに関する比較研究

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科後期博士課程人間発達学専攻　単位取得満期退
学

最終学歴

専門分野



単

共著

単

特集「近代社会の転換期のなかの家
族」の趣旨、成果と課題について論
じた。（江原由美子・山田昌弘との
共著）

2012年10月28日
（一社）日本家政学
会第65回大会 於昭和
女子大学

『社会学評論』256号
(64(4))

特集「近代社会の転換期のなかの家
族」：遼寧省大連市で実施した専業
主婦へのインタビュー調査をもと
に、日本と中国の専業主婦/専業母
規範の異同と情緒付与メカニズムに
ついて分析・考察を行った。

研究費補助金（基盤
研究C）「生殖とセク
シュアリティの近代
－東アジアにおける
「近代家族」とジェ
ンダー」主催

2013年10月

同上

2014年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

宮坂靖子「『性的和合』言説の構成
とその意味」、その他の報告者：光
石亜由美（奈良大学）、阪井裕一郎
（慶応義塾大学）、本多真隆（慶応
義塾大学院）、三橋順子「近代日本
における性別越境者（トランスジェ
ンダー）の「家族」形成

1920年代の『主婦之友』の読者投稿
記事を資料として、避妊の実践プロ
セスにおける夫婦関係について分析
を行った。

2014年3月特集によせて

「1920年代日本における避妊
の実践と家族の親密性－女性
雑誌読者による投稿記事の内
容分析－」

家族の情緒化と「専業母」規
範－専業主婦の日中比較－

（学術論文）

（学会発表）

（その他）

科研「東アジアの近代家族と
セクシュアリティ」第2回公
開研究会開催、於慶応大学三
田キャンパス（2013年10月27
日）


